
大島出張所管内感染症発生動向調査 
東京都島しょ保健所 大島出張所 

島しょ保健所では島の 11医療機関から感染症の報告をいただき、情報提供をしています。 

※大島出張所管内、東京都（全域）、全国の発生動向につきましては、下記のホームページでもご覧になれます。  

○大島出張所管内⇒島しょ保健所大島出張所 https://www.hokeniryo.metro.tokyo.lg.jp/tousyo/oshima/index.html 

○東京都（全域） ⇒Web版感染症発生動向（東京都感染症情報センター）https://survey.tmiph.metro.tokyo.lg.jp 

○全国⇒国立健康危機管理研究機構（感染症情報提供サイト） https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/index.html 

出典：東京都健康安全研究センター 

 

 
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東京都全体の状況】東京都感染症情報センター   

第 31週 (7月 28日～8月 3日) 

・新型コロナウイルス感染症の定点当たり報告数は、 

4.45（前週 3.44）と増加傾向で、引き続き注意が必要です。 

今週のコント 破傷風について 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どんな病気？ 

・破傷風は、破傷風菌が産生する毒素によってひき起こされる感染症です。 

・発症すると、口が開けにくい、首筋が張る、体が痛いなどの局所症状が現れ、 

その後、 体のしびれや痛みが体全体に広がります。  

・潜伏期間は 3日～3週間（平均 1～2週間）です。  

・都内での発生報告は、近年は年間 10件未満で約 7割が 65歳以上の方です。 

どうやってうつるの？ 

・破傷風菌が傷口から体の中に入ることによって感染（経皮感染）し、破傷風毒素を産生 します。 

・人から人に直接感染させることはありません。 

治療法はあるの？  

・創部の治療には抗菌剤（メトロニダゾール、ペニシリン等）を使用します。 

・体内の毒素の中和には抗破傷風ヒト免疫グロブリンを用います。 

予防法はあるの？ 破傷風は深刻な疾患ですが、予防が可能です。 

■ワクチン接種 破傷風ワクチンの接種が非常に有効で、定期予防接種で５回（第１期： 乳幼児期に４回、第２期：10～11歳に１回）のワ 

クチン接種を行います。 年齢により、接種の有無・回数等が異なりますので確認してください。 ワクチンの効果は、正しく接種すること 

で約 10年間の免疫を獲得できます。最終接種から 10年経過した方は、追加の予防接種が必要です（任意）。 

■傷をつくらない 野外での解体作業、農作業や庭仕事、磯遊び、ボラン ティアの清掃作業等を行う場合や動物との接触では、切り傷・

刺し傷ができないよう、衣類や靴、手袋等で皮膚を保護し、ケガをしないように気を付けましょう。 

■傷ができてしまったら すぐに清潔な流水で傷口を洗い流して清潔を保ち、医療機関に連絡してください。 

【定点把握疾患】2025年 第32週 （8 月 4 日～8 月 10 日） 
大島 ・・・Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 1件 
           インフルエンザ 1件 

新型コロナウイルス感染症(COVID-19)28件 
急性呼吸器感染症(ARI)50件※ 

利島 ・・・新型コロナウイルス感染症(COVID-19)3件 
新島 ・・・新型コロナウイルス感染症(COVID-19)4件 
式根島 ・・新型コロナウイルス感染症(COVID-19)1件 
神津島 ・・Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 6件 
      感染性胃腸炎 1件 
      新型コロナウイルス感染症(COVID-19)1件 

※急性呼吸器感染症(ARI)の報告対象は「大島のみ」です。 

大島管内のコロナウイルス感染症は 37 件で、 

前週(18件)より増加し、引き続き注意が必要です。 

都民向け情報リーフレット 

2025年 8月、ケガの後に接種するワクチンとして広く使用される

破傷風トキソイドの供給不足が懸念されています。医療機関によ

っては、一時的に破傷風トキソイド が不足している場合がありま

すので、ケガをしないように十分注意してください。 

https://survey.tmiph.metro.tokyo.lg.jp/
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※感染症発生動向調査は、感染症法に基づき発生状況を

把握・分析し情報提供をすることにより、感染症発生およ

び、まん延を防止することにあります。 

大島では、大島医療センターが小児科定点・疑似症定点に

指定されており、医師の診断に基づき集計しています。ま

た、大島出張所管内では、協力届出医療機関として利島

村診療所・新島村本村診療所・新島村式根島診療所・神津

島村診療所の医師より報告を受けた人数を計上していま

す。 

＜編集・発行＞ 

東京都島しょ保健所大島出張所  電話：04992-2-1436 FAX：04992-2-1740 

新島支所    電話：04992-5-1600 FAX：04992-5-1649 

神津島支所  電話：04992-8-0880 FAX：04992-8-0882 

0

5

10

15

20

25

1 5 9 13 17 21 25 29 33 37 41 45 49

ヘルパンギーナ 2023年
2024年
2025年

0

1

2

3

1 5 9 13 17 21 25 29 33 37 41 45 49

流行性耳下腺炎
2023年
2024年
2025年

0

0.5

1

1.5

2

2.5

1 5 9 13172125293337414549

不明発疹症 2023年
2024年
2025年

0

1

2

1 5 9 13 17 21 25 29 33 37 41 45 49

川崎病
2023年
2024年
2025年

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

1 5 9 13172125293337414549

インフルエンザ
2023年
2024年
2025年

0

20

40

60

80

100

1 5 9 13172125293337414549

COVID-19
2023年
2024年
2025年

0

10

20

30

40

50

1 5 9 13 17 21 25 29 33 37 41 45 49
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